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序 章 本研究の目的と構成 
第 1章 クリニカルサイコロジストの教育訓練プログラムモデルに関する展望 
  第 1節 はじめに 
  第 2節 近代心理学・臨床心理学の始まりにおける科学と実践の関係 
  第 3節 実践の広まりから求められた共通の教育訓練プログラム（臨床心理学の始ま 
り～第二次世界大戦前） 
第 4 節 急増する社会的ニーズによる基礎と応用の融合・シャコウレポートへの結実
（第二次世界大戦中） 
第 5節 教育訓練プログラムの明文化――S-Pモデルの登場（第二次大戦後～ボウルダ 
ー会議） 
第 6節 S-Pモデルへの批判とその後の議論（ボウルダー会議以降） 
第 7節 アメリカの教育訓練プログラムに関する歴史と議論を展望することによって 
導き出される諸論点 
第 8節 本研究の意義と限界 
第 2章 科学史と心理学史をふまえた心理学の科学性および主観性と客観性の次元的 
理解 
  第 1節 はじめに 
  第 2節 科学の定義 
  第 3節 科学の分類（自然科学ともうひとつの科学） 
  第 4節 人間科学の方法論 
  第 5節 自然科学の方法論 
  第 6節 心理学における態度・視点・認識論上の対立軸と「主観的」/「客観的」の 
多義性 
  第 7節 主客の意味とその変遷 
  第 8節 心理学史上の主客の対立 
  第 9節 心理学における主客の次元的理解 
  第 10節 おわりに 
 第 3章 心理学観の測定――TOS-Jおよび IOS-Jの作成―― 
  第 1節 問題と目的 
  第 2節 方法 
  第 3節 結果 
  第 4節 考察 
 第 4章 自然科学的人間観を測定する試み――還元主義尺度と自然科学的アプローチ 
尺度の作成―― 
  第 1節 問題と目的 
  第 2節 暫定版自然科学的人間観尺度の作成 
  第 3節 予備調査 1 
  第 4節 予備調査 2 
 第 5章 自然科学的人間観に影響を与えるディスコースの存在――文系群と理系群お 
よび男性群と女性群の比較を通して―― 
  第 1節 問題と目的 
  第 2節 方法 
  第 3節 結果 
  第 4節 考察 
 第 6章 クリニカルサイコロジストの「ものの見方」――オリエンテーションとの関係 
     に着目した実践性と科学性に関するインタビュー調査―― 
  第 1節 問題と目的 
  第 2節 方法 
  第 3節 結果と考察 
 第 7章 クリニカルサイコロジストの人間観――自然科学的人間観尺度を用いた質問紙  
     調査―― 
  第 1節 問題と目的 
  第 2節 方法 
  第 3節 結果 
  第 4節 考察 
 第 8章 総合考察 
  第 1節 本研究の結果の概観 

































































































































第 2 に、本論文で作成された TOS-J と IOS-J、そして特に自然科学的人間観尺度につい
ては、精度の高い心理学的尺度としてさらなる洗練が求められる。また、これらを用いた
調査研究の結果についても、対象者の数や属性などを拡大するなど、継続して実証的に検
証する必要がある。さらに、本論文で得られた新たな知見――自然科学的人間観における
男女差や、日本のクリニカルサイコロジストが「科学」にどのような姿勢を持っているの
かについていくつかのタイプに分かれること等――については、その妥当性をめぐって精
密な検証が行われることが重要であろう。 
第 3 に、本論文の研究方法論上の特色である多角的アプローチ――尺度の作成とそれを
用いた量的な調査研究を中心として、文献のレビューによる歴史的検証、理論的研究、イ
ンタビュー調査による質的研究などを組み込んだ――は、ある面で、論証における焦点化
が難しく、各論点の知見の有機的なつながりが見えづらくなっている点は否定できない。
今後、こうした各論点の知見をより深く検討することで、クリニカルサイコロジストの実
践性と科学性の関連に関する独自の理論形成に取り組んでいくことを期待したい。 
 
〔５〕論文審査結果 
 以上により、論文審査小委員会は、小田友理恵氏提出の論文「自然科学的人間観に着目
したクリニカルサイコロジストの実践性と科学性の関連」について、博士（学術）の学位
が授与されるのに十分な資格を有するものとの結論に達した。 
 
以 上 
